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Ⅰ はじめに

地下水は私たちの生活に必要不可欠な資源の一つ
である．地下水を持続的に利用して行くために，涵養
域の推定とその保全は非常に重要である．地下水の涵
養域の推定には水の水素・酸素安定同位体比をトレー
サーとする手法が広く用いられている（水谷義彦・小
田松尚，1983；小林ほか，1977など）．本報告では，
ニセコ地域の地下水循環機構推定のための基礎情報と
して，同地域における表流水の水素・酸素安定同位体
比分布を示した．

Ⅱ 試料採取・分析手法

2017年10月にニセコ地域を対象に112地点で採取
した（第1図），表流水の水素安定同位体比（δD）および
酸素安定同位体比（δ18O）は波長スキャンキャビティリ
ングダウン分光装置（Picarro社製 L1102−ib，一部試
料を L2130−i）を用いた．分析方法は，1検体につき8

回繰り返し分析を行った．分析値は，最も安定する5

～8回目の平均値とした．

Ⅲ 結 果

ニセコ地域で採取した表流水の水素安定同位体比（δD）
を第2図に，酸素安定同位体比（δ18O）を第3図に示す．
δDは－79.8‰～－58.1‰，δ18Oは－12.2‰～－8.1‰の
範囲であった．

δ18Oと δDの関係を第4図に示す．一般的に δ18Oと
δDの関係は傾きを8とする直線（δD＝8×δ18O＋d）で
近似される（Craig,1961）．この直線は天水線（Meteoric

Water Line）と呼ばれ，地球規模では d＝10を示す．d

値は水蒸気団の生成時の蒸発速度によって決まり地域
毎に異なる値を示し日本では日本海側で20前後，太
平洋側で10前後を示す（早稲田・中井，1983）．ニセ
コ地域は日本海に面した地域のため，主に δD＝8×δ18O

＋20の天水線の近くにプロットされる．

Ⅳ まとめ

本研究の結果をまとめると以下となる．
1）ニセコ地域で採取した表流水の水 δDは－79.8‰
～－58.1 ‰，δ18Oは－12.2‰～－8.1‰の範囲に
ある．

2）δDと δ18Oの関係は主に δD＝8×δ18O＋20の天水
線の近くにプロットされる．
本研究でニセコ地域の水素・酸素安定同位体比
分布が明らかになった．本報告の結果は，今後
ニセコ地域で地下水循環のモデル化を検討する
上で有効な資料になると考えられる．
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第１－１図 表流水試料採取地点（全域）
Fig. 1−1 Location of surface−water samples (whole area)

第１－２図 表流水試料採取地点（ニセコ火山群）
Fig. 1−2 Location of surface−water samples (Peak Niseko volcanos)
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第２－１図 水素安定同位体比（δD ‰）分布（全域）
Fig. 2−1 Distribution of hydrogen stable isotope ratios (whole area)

第２－２図 水素安定同位体比（δD ‰）分布（ニセコ火山群）
Fig. 2−2 Distribution of hydrogen stable isotope ratios (Peak Niseko volcanos)
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第３－１図 酸素安定同位体比（δ18O ‰）分布（全域）
Fig. 3−1 Distribution of oxygen stable isotope ratios (whole area)

第３－２図 酸素安定同位体比（δ18O ‰）分布（ニセコ火山群）
Fig. 3−2 Distribution of oxygen stable isotope ratios (Peak Niseko volcanos)

２６ 北海道地質研究所報告，第９１号，２３‐２８，２０２０



第４図 水素安定同位体比（δD）と酸素安定同位体比（δ18O）の関係
Fig. 4 Relationship of δD and δ18O
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付表１ ニセコ地域における表流水の水素・酸素安定同位体比分析結果
Appendix Table 1 Hydrogen and oxygen stable isotope ratios of surface water in Niseko region
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